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みなさんがお買いになった商品
で、品質の表示と中味が違ってい
たり、量が少なかったりしたとき
は、経済課商工係へおいでくださ
い。午前9時～午後4時、土曜日
は午前中。内線332～6

区内の交通事故

続
々
で
き
る
公
園

竹
の
塚
な
ど
十
か
所
に

児
童
遊
園
も
た
く
さ
ん

足
立
区
で
は
〝
緑
の
公
園
区
〟
を
め

ざ
し
て
造
園
工
事
を
着
々
と
進
め
て
お

り
、
こ
の
ほ
ど
五
つ
の
公
園
と
三
つ
の

児
童
遊
園
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
ま

た
、
八
ツ
口
公
園
な
ど
五
か
所
の
改
良

工

事

も

終

わ
り

、

現
在

、
公

園

五

か
所

、

児

童

遊

園
三

か
所

の

新

設
工

事

を

行

な

っ
て

い

ま
す

。

こ
ん
ど
で
き
た
公
園
は
…
…

(
1
)
竹
の
塚
第
一
=
竹
の
塚
六
丁
目
一
九
-

一
、面
積
二
四
九
二
平
方
メ
ー
ト
ル

(
2
)
竹
の
塚
第
三
=
竹
の
塚
四
丁
目
七
-
一
、

面
積
二
三
一
八
平
方
メ
ー
ト
ル

(
3
)
竹
の
塚
第
四
=
竹
の
塚
五
丁
目
一
〇
-

一
、
面
積
二
四
五
七
平
方
メ
ー
ト
ル

(
4
)
五
兵
衛
=
綾
瀬
四
丁
目
一
八
-
二
、

面
積
一
六
三
四
平
方
メ
ー
ト
ル

(
5
)
南
椿
=
南
椿
一
丁
目
五
-
一
、面
積

七
八
三
六
平
方
メ
ー
ト
ル

の
五
か
所
。こ
れ
ら
は
、い
ず
れ
も
区

画
整
理
事
業
で
つ
く
っ
た
公
園
用
地
を

区
が
引
き
受
け
て
造
園
し
た
も
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
に
子
ど
も
の
遊
具
を
備
え
付

け
、
樹
木
や
草
花
を
植
え
て
、
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
い
こ
え
る
公
園

に
し
ま
し
た
。

な
か
で
も
、竹
の
塚
第
一
公
園
は
、

約
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
自
転
車
ハ
イ
ウ

エ
ー
や
、山
登
り
と
す
べ
り
台
を
兼
ね

た
高
さ
三
メ
ー
ト
ル
の
ハ
イ
キ
ン
グ
ス

ラ
イ
ダ
ー
な
ど
が
あ
り
、子
ど
も
た
ち

の
格
好
な
遊
び
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、竹
の
塚
第
四
公
園
は
、道
路
上

で
子
ど
も
が
危
険
な
遊
び
を
し
な
い
よ

う
、ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
場
と
、一
時

停
止
や
一
方
通
行
な
ど
の
交
通
標
識
を

つ
け
た
自
転
車
コ
ー
ス
を
つ
く
り
ま
し

た
。現

在
工
事
中
の
竹
の
塚
第
五
公
園
=

竹
の
塚
六
丁
目
三
-
四
=
は
、
面
積
一

七
一
九
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、砂
場
や
ブ

ラ
ン
コ
な
ど
の
遊
具
六
種
を
備
え
付
け

樹
木
十
種
四
十
三
本
、
つ
つ
じ
、
く
ち

な
し
な
ど
十
八
種
一
千
七
百
本
を
植
え

て
、
緑
い
っ
ぱ
い
の
公
園
に
す
る
予
定

で
す
。

ま
た
▽
末
広
公
園
=
足
立
四
丁
目
一

八
-
一
一
　
▽
尾
竹
橋
公
園
=
千
住
桜

木
町
、隅
田
川
廃
川
敷
　
▽
竹
の
塚
第

八
公
園
=
竹
の
塚
一
丁
目
一
八
-
一
　
▽

蛭
沼
(
ひ
る
ぬ
ま
)
公
園
=
綾
瀬
四

丁
目
二
六
-
五
=
の
新
設
工
事
も
急
い

で
い
ま
す
。

一
方
、児
童
遊
園
の
建
設
工
事
は
―

(
1
)
千
住
五
丁
目
=
同
町
四
一
、安
養
院
境

内
、面
積
二
〇
六
平
方
メ
ー
ト
ル

(
2
)
本
木
西
町
=
同
町
一
五
-
六
、面
積

一
一
八
三
平
方
メ
ー
ト
ル

(
3
)
梅
田
五
丁
目
=
同
町
一
三
-
一
四
、

面
積
五
三
五
平
方
メー
ト
ル

の
三
か
所
が
す
で
に
完
成
し
、
地
域
の

子
ど
も
た
ち
に
開
放
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
本
木
二
丁
目
児
童
遊
園

=
同
町
一
二
七
八
=
足
立
一
丁
目
児
童

遊
園
=
同
町
一
七
-
四
=
は
二
月
中
に

ま
た
、
千
住
龍
田
町
児
童
遊
園
=
同
町

六
-
二
二
=
は
三
月
末
に
、
そ
れ
ぞ
れ

工
事
が
終
る
予
定
で
す
。

な
お
、
足
立
一
丁
目
児
童
遊
園
は
、

面
積
一
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
大

山
す
べ
り
台
や
安
全
ブ
ラ
ン
コ
な
ど
七
種

の
遊
具
を
備
え
、
〝
区
の
木
〟
の
「

い
ち
ょ
う
」
な
ど
の
樹
木
四
十
一
本
や

草
花
八
種
三
百
三
十
株
を
植
え
た
モ
デ

ル

児

童
遊

園

に

な
り

ま

す
。

数
年
後
に
は
〝
緑
の
公
園
区
〟

こ
の
よ
う
に
、
区
で
は
毎
年
た
く
さ

ん
の
公
園
や
児
童
遊
園
を
造
っ
て
お
り

公
園
数
で
は
二
十
三
区
中
卜
ッ
プ
。
し

か
し
、
一
人
当
た
り
の
面
積
は
〇
・
五

三
平
方
メ
ー
ト
ル
し
か
な
く
、
六
位
に

と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
、
都

市
公
園
法
で
い
う
市
街
地
の
望
ま
し
い

公
園
面
積
一
人
当
た
り
三
平
方
メ
ー
ト

ル
に
は
、ほ
ど
遠
い
よ
う
に
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、区
総
面

積
の
三
分
の
一
近
く
を
現
在
区
画
整
理

し
て
お
り
、
こ
の
事
業
に
よ
っ
て

、
た

く
さ
ん
の
広
い
公
園
が
生
み
出
さ
れ
ま

す
の
で

、
緑
い
っ
ぱ
い
の
公
園
区
に
な

る
の
も
、
そ
う
遠
い
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
。

上　竹の塚第一公園　下　梅田五丁目児童遊園

四
十
三
年
度
中
=
区
内
の
交
通
事
故

死
傷
者
四
千
人
を
越
す

警
察
庁
の
調
べ
に
よ
る
と
、去
年
一

年
間
の
交
通
事
故
は
史
上
最
高
を
示
し

事
故
件
数
で
は
、
全
国
で
四
十
二
年
よ

り
十
万
件
多
い
六
十
三
万
件
、
死
者
は

一
万
四
千
人
の
大
台
を
越
し
、
負
傷
者

は
一
万
五
千
人
以
上
も
ふ
え
て
約
八
十

一
万
三
千
人
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
足
立
区
と
中
央
区
を
合
わ
せ
た

人
口
に
匹
敵
し
、
毎
年
こ
ん
な
に
多
く

の
人
び
と
が
死
に
、
あ
る
い
は
傷
つ
い

て
苦
し
み
あ
え
で
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。正
に
激
戦
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

一
方
、足
立
区
内
の
交
通
事
故
を
み

ま
す
と
、千
住
・
西
新
井
・
綾
瀬
の
各
警

察
署
の
調
べ
で
は
、三
千
七
百
三
十

八
件
の
交
通
事
故
が
起
き
、死
者
四
十

四
人
、負
傷
者
四
千
三
百
二
十
四
人
を

出
し
ま
し
た
。死
者
は
、昨
年
に
引
き

続
き
、昭
和
三
十
七
年
以
来
、二
番
め

に
低
い
記
録
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
も
の

の
、
警
視
庁
管
内
で
は
、
死
者
が
昨
年

よ
り
三
十
三
人
も
減
っ
て
い
る
こ
と
を

考
え
合
わ
せ
る
と
、
特
別
に
よ
か
っ
た

と
も
い
え
な
い
状
況
で
す
。

幼
児
事
故
の
大
半
は

一
人
歩
き
や
路
上
遊
び

子
ど
も
の
事
故
で
は
依
然
と
し
て
幼

児
の
事
故
が
多
く
、千
住
署
管
内
の
統

計
を
み
ま
す
と
、子
ど
も
の
事
故
総
数

百
十
六
人
の
う
ち
、幼
児
が
七
十
一
人

で
半
数
以
上
を
占
め
、小
学
生
三
十
四

人
、中
学
生
十
一
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

幼
児
の
事
故
の
原
因
は
、
「一
人
歩

き
」や
「道
路
上
で
遊
ん
で
い
た
た

め
」の
も
の
が
多
く
、
「道
路
へ
の
急

な
飛
び
出
し
」が
三
番
め
で
す
。

道
路
交
通
法
で
は
、保
護
者
(
親
な

ど
)
は
十
三
歳
未
満
の
子
ど
も
を
、付

添
人
の
い
な
い
と
き
に
交
通
の
ひ
ん
ぱ

ん
な
道
路
上
で
遊
ば
せ
た
り
、一
人
歩

き
さ
せ
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、小
さ
な
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の

ご
家
庭
で
は
、そ
の
点
、十
分
注
意
さ

れ
る
こ
と
が
必
要
―
―
と
警
察
で
は
言

っ
て
い
ま
す
。

親
孝
行
の
渡
辺
時
彦
君
ら

二
十
八
名
四
団
体
を
表
彰

善 行 者

ほ う 賞

昭
和
四
十
三
年
度
の
善
行
者
ほ
う
賞

授
与
式
を
、さ
る
一
月
十
三
日
午
後
二

時
か
ら
、区
役
所
の
大
会
議
室
で
行
な

い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、生
活
の
苦
し
さ
に
も
負
け

ず
、強
く
正
し
く
生
き
、ま
た
社
会
の

た
め
に
尽
く
し
た
人
た
ち
な
ど
を
ほ
め

た
た
え
、人
び
と
の
手
本
と
し
て
、今

後
も
活
躍
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の

で
す
。

今
回
は
、渡
辺
時
彦
君
(
十
二
歳
、

千
住
柳
町
)
ら
親
孝
行
三
名
と
、人
命

救
助
、清
掃
奉
仕
、防
火
防
氾
活
動
、

青
少
年
の
健
全
育
成
、交
通
事
故
防
止
、

社
会
奉
仕
な
ど
、計
二
十
八
名
四
団
体
が

晴
れ
の
表
彰
を
受
け
、賞
状
と
記
念

品
を
も
ら
い
ま
し
た
。

左
の
写
真
を
、ご
希
望
の
か
た
に
さ

し
あ
げ
ま
す
。企
画
室
広
報
(
内
線
七
一
三

)
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

善行者ほ う賞を受けるかたたち

国
債
の
担
保
貸
し

付
け
と
買
い
上
げ

引
揚
者
の
特
別
交
付
金
や
戦
没
者
と
戦

傷
病
者
の
妻
に
交
付
さ
れ
た
特
別
給

付
金
、ま
た
は
特
別
弔
慰
金
な
ど
の
国
庫

債
券
を
お
持
ち
の
か
た
に
、債
券
を

担
保
と
し
て
事
業
資
金
を
お
貸
し
し
て

い
ま
す
。な
お
、買
上
げ
は
、特
別
弔

慰
金
の
国
債
に
限
り
ま
す
。ご
希
望
の

か
た
は
、三
月
三
十
一
日
ま
で
に
、債

券
、米
の
通
帳
、住
民
税
の
納
税
通
知

書
な
ど
を
お
持
ち
の
う
え
、
次
の
と
こ

ろ
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

□
担
保
貸
付
け
=
福
祉
課
援
護
係

□
買
上
げ
=
各
福
祉
事
務
所
相
談
係

お

礼

次
の
か
た
が
た
は
、昨
年
十
二
月
、

区
の
育
英
資
金
に
多
額
の
寄
付
を
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

▽
足
立
信
用
金
庫
(
竹
の
塚
五
丁
目

十
五
-
八
)

▽
大
原
テ
ル
さ
ん
(
六
十
一
歳
、梅

田
六
丁
目
四
-
一
三
)

▽
岡
崎
十
止
雄
さ
ん
(
六
十
七
歳
、

千
住
宮
元
町
十
二
-
三
)

新
入
学
児
に
―
―

知
能
テ
ス
ト
と
健
康
診
断

こ
と
し
の
四
月
、小
学
校
へ
入
学
す

る
児
童
(
昭
三
十
七
年
四
月
二
日
～
三

十
八
年
四
月
一
日
生
ま
れ
)
の
就
学
通

知
書
を
お
送
り
し
ま
し
た
。こ
れ
に

は
、知
能
テ
ス
ト
と
健
康
診
断
の
日
時

を
お
知
ら
せ
し
て
あ
り
ま
す
。入
学
児

童
を
お
持
ち
の
家
庭
で
、ま
だ
こ
の
通

知
が
着
い
て
い
な
い
場
合
は
、学
務
課

学
事
係
(
内
線
五
七
二
)
へ
、ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

定
期
予
防
接
種
も

な
お
、新
入
学
児
の
定
期
予
防
接
種

(
種
と
う
、
ジ
フ
テ
リ
ア
)
も
、
二
月

六
日
か
ら
三
月
二
十
五
日
ま
で
行
な
い

ま
す
。
こ
の
案
内
チ
ラ
シ
が
ま
だ
こ
な

い
と
き
は
、
次
の
保
健
所
へ
お
問
い
合

わ
せ
を
。

足
立
=
電
話
八
八
六
-
五
一
四
一

千
住
=
電
話
八
八
八
-
四
二
七
七

各
教
室
に

ご
参
加
を

東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
青
年
館

で
は
、
次
の
と
お
り
各
種
の
教
室
を
開

き
ま
す
。
参
加
の
申
し
込
み
は
、
な
る

べ
く
早
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
へ
。

◇
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
東
綾
瀬

一
丁
目
五
-
一
七
、電
話
六
〇
五
-

七
一
〇
一
)
<
月
曜
日
は
休
館
>

料
理
(
中
国
料
理
)
=
十
九
日
(
水
)

午
後
一
時
～
　
講
師
―
増
田
幸
永
氏
　

生
花
(
古
流
)
=
二
十
日
(
木
)
午

前
十
時
～
　
講
師
―
岩
佐
マ
チ
氏

書
道
=
毎
週
火
曜
日
午
前
十
時
～
　

講
師
―
高
木
秀
雲
氏

ペ
ン
習
字
=
毎
週
水
曜
日
午
前
十
時

～
　
講
師
―
高
木
秀
雲
氏

器
楽
合
奏
=
二
十
六
日
(
水
)
午
後

三
時
～
　
講
師
―
池
田
輝
樹
氏

ギ
タ
ー
=
二
十
二
日
(
土
)
午
後
二

時
～
　
講
師
―
金
子
幸
雄
氏

絵
画
=
日
程
は
未
定
、講
師
―
沖
浦

卓
夫
氏

な
お
、同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
科
学
標

本
室
に
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
ま
し
た
。ア
マ
無
線
に
つ
い
て
、

ご
相
談
が
あ
り
ま
し
た
ら
、お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

◇
青
年
館
(
西
新
井
一
丁
目
四
-
一

七
、
電
話
八
九
〇
-
〇
〇
六
一
)

青
年
文
化
教
室
=
十
三
日
(
木
)
～

三
月
二
十
五
日
(
火
)
の
毎
週
火
・
金

曜
日
、
午
後
六
時
三
十
分
か
ら

科
目
―
▽
油
絵
の
書
き
方
▽
写
真
撮

影
か
ら
焼
付
ま
で
▽
菓
子
の
作
り
方

職
業
訓
練
生
募
集

足
立
・
江
戸
川
・
赤
羽
・
王
子
の
各

職
業
訓
練
所
で
は
、四
月
入
所
の
訓
練

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間
は
、二
月
三
日
～
三
月
八

日
。申
し
込
み
は
、都
内
の
公
共
職
業

安
定
所
へ
。な
お
、授
業
料
は
無
料
で

卒
業
者
に
、免
許
証
取
得
、就
職
あ
っ

せ
ん
な
ど
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。

募
集
科
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

□
足
立
職
業
訓
練
所
=
綾
瀬
五
丁
目
六

-
一
　
電
話
六
〇
五
-
六
一
四
六
=
自
動

車
整
備
、機
械
、電
工
、ラ
ジ
オ
・

テ
レ
ビ
、木
工
、塗
装
、写
図
、経
理

□
江
戸
川
職
業
訓
練
所
=
江
戸
川
区
中

央
二
丁
目
三
一
-
二
七
、電
話
六
五
一

-
一
六
〇
〇
=
▽
昼
間
部
―
機
械
、溶

接
、電
工
、電
子
機
器
、化
学
分
折
、

自
動
車
整
備
、機
械
製
図
、工
場
管
理

事
務
(
夜
間
部
は
、化
学
分
折
と
工
場

管
理
事
務
を
除
く
)
　
▽
転
職
部
―
溶

接
、電
工
、自
動
車
整
備
、和
裁
、ミ

シ
ン
縫
製

□
赤
羽
職
業
訓
練
所
=
北
区
稲
付
西
山

無
番
地
、電
話
九
〇
九
-
八
三
三
三
=

オ
フ
セ
ッ
卜
印
刷
、機
械
、精
密
機
械
、

冷
凍
機
器
設
備
、電
気
、測
量
、和
文

タ
イ
ピ
ス
ト
、
写
図

□
王
子
職
業
訓
練
所
=
北
区
王
子
二
丁

目
一
九
-
一
六
、電
話
九
一
一
-
〇
一

四
八
=
機
械
、溶
接
、メ
ッ
キ
、機
械

製
図
、写
図
、自
動
車
整
備
、機
械
部

品
検
査
。な
お
、写
図
以
下
は
夜
間
部

な
し
。身

体
障
害
者
の

訓
練
生
も

都
大
塚
職
業
訓
練
所
=
豊
島
区
巣
鴨

六
丁
目
二
〇
-
二
、電
話
九
一
〇
-
八

〇
四
二
=
で
は
、同
所
に
通
え
る
程
度

の
軽
い
身
体
障
害
者
の
訓
練
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。募
集
科
目
は
、洋
服
、

洋
裁
、機
械
製
図
、謄
写
印
刷
、タ
イ

プ
印
刷
の
五
種
。訓
練
期
間
は
四
月
か

ら
一
年
間
。授
業
料
は
無
料
で
、交
通

費
も
補
助
し
、修
了
者
に
は
就
職
の
あ

っ
せ
ん
を
し
ま
す
。

入
所
を
希
望
す
る
か
た
は
、三
月
五

日
ま
で
に
、
も
よ
り
の
公
共
職
業
安
定

所
ま
た
は
職
業
訓
練
所
へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

工
業
用
ミ
シ
ン

の
縫
製
技

術
講
習
会
が

、二
月
十
七
日
か
ら
、都
足
立
内
職

公
共
職
業
補
導
所
=
千
住
曙
町
三
九
-

七
、電
話
八
八
八
-
七
三
四
六
=
で
行

な
わ
れ
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
、
申
し
込

み
は
同
所
へ
。

都
営
住
宅
公
募

都
営
住
宅
公
募
の
申
し
込
み
用
紙
を

二
月
八
日
ま
で
、区
役
所
本
庁
舎
と
第

二
庁
舎
、各
出
張
所
で
お
渡
し
し
て
い

ま
す
。
ご
希
望
の
か
た
は
、
米
の
通
帳

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

な
お
、
区
内
の
か
た
た
ち
だ
け
の
地

元
割
当
は
、
四
月
中
旬
の
予
定
で
す
。

主
婦
の
栄
養
教
室

足
立
保
健
所
(
中
央
本
町
一
丁
目
五

-
三
、電
話
八
八
六
-
五
一
四
一
)
で

は
、二
月
十
八
日
か
ら
、主
婦
の
た
め
の

栄
養
教
室
を
開
き
ま
す
。
受
講
ご
希
望

の
か
た
は
、
受
講
料
三
百
円
を
添
え
て

同
保
健
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

賢
い
消
費
者
に

講
座
の
参
加
者
募
集

都
で
は
、二
十
一
日
～
二
十
五
日
の

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
、区
役
所
で

「消
費
者
教
育
講
座
」を
開
き
ま
す
。

内
容
は
、商
品
と
物
価
の
し
く
み
や

流
行
と
消
費
者
心
理
な
ど
で
、講
師
に

は
、大
学
教
授
や
主
婦
連
会
長
を
招
い

て
い
ま
す
。受
講
料
は
無
料
。定
員
は

百
名
で
す
の
で
、お
申
し
込
み
は
、お

早
め
に
都
経
済
局
の
普
及
指
導
課
普
及

係
(
電
話
二
一
二
-
五
一
一
一
　
内
線

二
八
〇
二
)
へ
。

■ 区役所の電話882- 1111　第二庁舎886- 3165　足立福祉事務所888- 3141　中部福祉事務所889- 1481　東部福祉事務所605- 7101



昭 和44 年2 月5 日 区 の お 知 ら せ 第206 号 ( 2)

住 民 税の申告書の書き方
そろそろ住民税の申告時期が近づいてきました。そ

こで, みなさんが――余分な税金を払って損をした―
というようなことのないよう, 今月号で住民 税の申告

と計算の仕方についてご説明します。

課税される人は……
■ 44年1月1日現在, 区内に住み, 前年中

に所得があった人
■ 区内に事務所や事業所, 家屋などがあ
り, 区外に住んでいる人

申告が必要な人は……
■ 前年中に所得があった人
ただし, 所得税の確定申告をした人や, 給

与所得だけ で, 勤め先から 区へ給与支払報

告書を出した人は除か れます。

■ 事務所・事業所・家屋などがある人

※ 申告書が区から送られた人で, 無所得

その他の理 由によ り申告の必要がない場
合は, 課税係へご連絡ください。

提 出 期限 と場所 は … …

3月15日ですが, なるべく早めに区役所,

同第二庁舎, またはもよりの出張所へお出

しください。なお, みなさんの利便を考え
次のとおり課税課職員が出張受け付けを行

ないますので, ご 利用 ください。

■ 3月11日～12日　午前9時～午後4時

場所　第1～第10出張所
■ 3月13日～14日　午前9時～午後4時

場所　第11～第20および東綾瀬出張所

計算の仕方は……
( 1) 収入金額- ( a) 必要経費- ( b) 事業専従者

控除額= 所得金額
( 2) 所得金額- ( c) 所得控除=課税標準額

( 3) 課税標準額× 税率=( d) 算出所得割額

( 実際に計算する場合は, 後述の算出所

得 割額の出し方による)

( 4) 算出所得割額- ( e) 税額控除=差引所得

割額

( 5) 差引所得割額+均等割額( 区600円,
都100 円) = 区民税・都民税個人分

なお, ( 3) 以下, 区民税分と都民税個人分

を, それぞれ別々に計算 し, それを合計し

たものが住民税額となります。

( a) 必要経費とは……

収入を得るために必要な経費で, 次のよ
うなものが含まれます。

販売した商品の原価, 雇人費, 減価償却

費, 種苗代, 肥料代, 飼糧費, 固定資産税

などの税金等です。したがって, 生活費は

これに含まれませんのでご 注意ください。

( b) 事業専従者控除とは……

事業所得または不動産所得があり, 同一

生計の配偶者や15歳以上の親族が, あなた

の事業に6か月以上専従した場合, 事業専

従者として, 次の( 1) か( 2) のうち, いずれか

少ない方の金額が, 収入金額から控除され

ます。
( 1) 11万円( 青色申告の専従者は17万円)

( 2) ( 事業所得+不動産所得) ÷ ( 事業

専従者の数+1)

( c) 所得控除には……

次の12種類あり, これに該当する場合は

所得金額から差し引くこ とができます。

1. 雑損控除　あなたや同一親族のうち

43年中の各種所得の 合計額が15万7 千500

円以下の人の資産( 家屋, 家財道 具, 現金

など) が天 災, 火災, 盗難などで損害を受

けた場合控除 されるもので, 計算方法は次

のとおりです。
( 損害金額-保険金などでうめられた金額)

- ( 所得金額× 10/ 100) =雑損控除額
2. 医療費控除　あな たや同一生計の親

族のために支払った治療費または医薬費な

どがあるとき控除されるものです。
( 支払った医療・医薬費の総額-保険金で

うめられた金額) - ( 所得金額× 5/ 100) =

医療費控除額

た だし, 控除の最高限 度額は15万円。
3. 社会保険料控除　あなたや同一生計

の家族の国民健康保険, 国民年金などの保
険料を43年中に支払った場合, その支払額

全額が控除されます。

4. 小規模企業共済掛金控除　43年中に

支払った第1 種共済掛金全額を控除。

5. 生命保険料控除　43年中に支払った

生命保険料, 簡易保険料がある場合控除さ
れるもので, 支払った保険料が1年間に―

( 1) 1万5千円まで…支払った保険料全額

( 2) 1万5千円をこえ3万5千円まで…支払

った保険料× 1/ 2+7千500円

( 3) 3万5千円をこえた場合… 2万5千円
ただし, ◎ 保険契約による配当金は, 支

払った保険料から差し引いて計算　◎ 一口
9千円をこえるものは証明書が必要　◎ 生

存保 険で5 年末満のものは対象外です。

6. 障害者 控除　 あなたや同 一生計の家

族に障害者がいる場合, 1 人6万円( 特別障

害者の場合は1人8万円) が控除されます。
7. 老年者控除　65歳以上( 明37年1月1

日以前生まれ) で, 所得金額が500万円

以下 の場合, 6 万円が控除されます。

8. 寡( か) 婦控除　65歳未満( 明37年

1月2日以後生まれ) の寡婦( 未亡人) で

扶養親族または43年中の各種所得の合計額が

15万7千500円以下の同一生計の子があ

る場合, 6 万円が控除されます。
9. 勤労学生控除　学生で給与など勤労

による所得があり, 43年中の合計所得金額が

25万円以下で, かつ不動産, 配当など勤

労によらない所得が10万円以下の場合, 6

万円が控除されます。
10. 配偶者控除　配偶者の43年中の各種

所得の合計額が10万円( 自己の勤労によら

ない所得の場合は5万円) 以下のとき, 9

万円が控除されます。

11. 扶養控除　同一生計の親族( 配偶者

を除く) のうち, 43年中の各種所得の合計

額が10万円( 自己の勤労によらない所得の
場合は5万円) 以下の人がいるとき控除さ

れるものです( 43年中に死亡した扶養親族が

あるときは, その人も含みます) 。

( 1) 配偶者控除を受けた場合… 1 人めか

ら5 万円
( 2) 配偶者控除を受けない場合… 1人め

は8 万円, 2 人めから5 万円

12. 基礎控除　11万円です。

なお, ことしも住民税減税の一環として

事業専従者控除額および所得控除の一部が

改正 される模様です。

( d) 算出所得割額の出し方……

別掲の速算表により( 課税標準額× 税率―

速算控除額) で計算したものが算出所得

割 額で, 区民税分と都民 税( 個人) 分と別

々に計算します。
例　 課 税標準額が30万円の場合

300, 000円× 3/ 100- 1, 500円=7, 500円

… … 特別区民 税分
300, 000円× 2/ 100=6, 000円

… … …都民税( 個人) 分

( e) 税額控除とは……

算出所 得割の税額から控除 され る も の

で, 43 年 度中に配当所得があった場合に受

けられます。

控除額は… …

■ 特別区民 税分… … 配当所得金額の3%
■ 都民税個人分……　　〃　　　1. 2%

ただし, 課 税総所得金額が1 千万円をこ

える部分の配当所得 金額については, この

率のそれぞ れ半分です。

算出所得割額速算表

以上で住民税の申告と計算の仕方につい
ての説明は終わりますが, わからないとこ

ろや詳しいことは, 後日郵送する『申告書

の手びき』をお読みくださるか, または課

税課にお尋ねくだ さい。

なお, 『申告用紙』と『申告書の手びき』

は, 2月12日ごろまでに, みなさんのご家

庭へお送りする予定です。万一, 届かなか

ったときは, ごめんどうでも区役所の第一
課税係( 内線263～269) または第二庁舎の

第二課税係( 886- 3165) へご連絡くださ

い。

確定申告を
されるかたへ

所得税の確定申告期間は, 2月17日～3
月15日までです。この申告をされるかたは

住民税の申 告をする必要はあ りませんが,

確定申告書 を記入する際, 次の事項にご留
意ください。

■ 1 月1 日現 在の住所と氏 名のフ リガナ

は必ず記入 して くだ さい。

■ 「給与所得以外の住民税の徴収方法の

選択」欄――給与所得の住民税は特別徴

収( 給料から差し引き) することになっ

ていますが, 給与所得以外の所得がある
場合, ◎ その分の住民税を給与所得分の

住民税といっしょに納めたいときは『特

別徴収』の項を, また◎ 給与分とは別に

直接納めたい ときは『普通徴収』の項を

○ で囲んでください。

■ 確定申告の際, 事業 専従者を有利な配
偶者控除または扶養控除の対象としたけ

れど, 住民税のときは逆に事業 専従者 と
して申告したい場合, その人の氏名を記

入 してください。

■ その他, 所得税の『申告書の書き方』

の住民税に関する事項の説明を読んでか

ら記入するようお願い します。

確定申告の説明会

税務署等と共催で, 次により確定申告書

の書き方について説明会を開きます。もよ

りの会場へおこしください。時間は, いず

れも午後1時～4時30分まで。

2月12 日―区役所7 階( 千住一丁目50)
〃　13日―青年館( 西新井一丁目4- 17)

〃　14日―東部区民福祉センター( 東綾

瀬一丁目5- 17)

〝口座振替〟のご利用を
区では昨年度から住民税( 普通徴収分)

の納税に〝口座振替〟を採用しています。

口座振替とは, あなたの普通預金や当座
預金などから, あなたに代わって金融機関が

納税するもので, 忙がしいかたや不在が
ちの人にとっては非常に便利な制度です。

これを利用しますと, あなたが区役所や

金融機関へわざわざ税金を納めに行く必要

がなくなると同時に, 納期内に必ず納入さ

れるので, 延滞金を払うこともなくなりま
す。申し込みは, 区役所 または金融機関に

備え付けの用紙 に記入して, 金融機関の窓

口へ出すだけで簡単です。

あなたも, この 便利な口座振替を, ぜひ

ご利用ください。

身体障害者等の軽自動車税

減免対象が広くなりました

いままで, 身体障害者等が自分で運転す

る場合に限って軽自動車税が減免されてい

ました。しかし, 今回, 税法が改正され,

減免される対象が「身体障害者等または同

一生計のかたが所有し, 身体障害者等の通
勤, 通学, 通院などのために, 本人または

同一生計のかたが運転する車」となり, 43

年4 月にさかのぼって実施されることにな

りました。

手続きは……減免を受けようとする軽自

動車と運転免許証, それに手帳と印鑑をお
持 ちの うえ, 区役所 または第二庁舎の課税

係へ申請してください。

なお, 44年度分からは, 納期日の7日前ま

でに申請しないと減免を受けられません。

「身体障害者等」の範囲は… …次の表の

とお りです。

1. 身体障害者手帳を持っているかた

2. 戦傷病者手帳を持っているかた

3. 愛の手帳を持っているかた
1度( 最重度) , 2度( 重度) , 3度( 中

度) までの各項目

■ 2月28日は、固定資産税( 都税) ・都市計画税( 都税) の納期限です。■ 保育園の看護婦さん募集( 問い合わせ先―厚生部管理課)


